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研究成果の概要（和文）：　本研究では、社会の公平性を重んじる政府のみならず、効率性を重視しベンサム型
社会厚生関数の最大化を目的としている政府の下でも、公教育政策とは別に各家庭の教育環境を改善する政策、
例えば、児童労働の抑制や栄養失調の人々へ食物や栄養剤の配給などを行うことで、ベーシックな教育しか受け
ることのできない人々の支援を重点化するインプット累進的な教育政策が最適政策となる。よって、貧困層へ直
接アプローチする教育政策が可能になり、政府は社会厚生を最大化しつつ貧困削減や所得格差の是正を実現でき
ることを理論的に明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on a possible situation in which education systems 
simultaneously enable poverty decline, correction of income disparity, and maximazing social welfare
 based on Bentham that is adopted by a utilitarian government. We then clarify a mechanism through 
which supporting and developing the individual educational environment can increase the quality of 
basic education and incomes of the poor enen if they cannnot receive advanced education.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　先行研究では、社会の効率性を重視する政府の下では、最適な公教育政策はインプット逆進的、すなわち、エ
リート教育に焦点を当てるべきであると考えられていた。このような教育政策では、租税制度による所得再分配
機能がうまく機能していない発展途上国においては、エリート教育を受けることのできない貧困層の教育成果は
のびず、貧困から脱却できないままである。本研究では、この問題を解決したところが一番の貢献であり、ま
た、現在多数存在するインプット累進的な公教育政策に対しての理論的根拠を明らかにしたところに社会的意義
があると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 本研究では、教育を投資財と考え労働賃金を決定する要素ととらえる人的資本理論に基づき、
発展途上国における公教育政策と貧困削減の関連性を分析している。 
公教育政策の中にも、教育成果の低い人々への公的支援を重点化しているインプット累進的
政策や、教育成果に関係なくすべての人々へ同じ公的支援を行う平等主義的公教育、教育成果の
高い人々への公的支援を重点化しているインプット逆進的政策、すなわちエリート教育など複
数のタイプが存在する。これらの教育政策は、社会の効率性と公平性のトレードオフ関係を解消
し、その両立を実現可能にする数少ない政策となり得ることが知られている。例えば、インプッ
ト累進的な教育政策であれば、貧困ゆえに児童労働に従事していたり、栄養失調になっていたり
することから学習環境が整わず、少ない教育成果しか発揮できない人々の労働生産性を向上さ
せ、将来の所得格差の抑制も行う。一方、インプット逆進的な教育政策では、教育成果の高い人々
を重点的に支援し労働生産性を向上させながら、租税制度による所得再分配によって教育成果
の低い人々の所得を引き上げる。 
ここで着目すべきことは、インプット逆進的な教育政策によって社会の公平性を実現させる
ためには、所得再分配機能が存在することが不可欠である点である。しかし、多くの発展途上国
では租税制度が不完備であり、このような状況下では、インプット逆進的な教育政策によって貧
困層が貧困から脱却できない可能性が高く、社会の公平性が保たれない。一方、インプット累進
的な教育政策は、貧困層に直接アプローチして彼らの労働生産性を高めるため、社会の効率性と
公平性の両立が実現可能となる。 
以上の理由により、発展途上国の貧困者にとって、教育を貧困脱却のための手段とするならば、
より確実な政策はインプット累進的教育政策となる。しかし、最適な教育政策を分析する多くの
理論研究では、教育成果が効率よく高められるインプット逆進的政策が望ましいとの結果を示
している。それは、通常、効率性に焦点を当てるベンサム型の社会厚生関数を想定して、社会厚
生を最大化する政策を求めているからである。すなわち、国際社会に実存するインプット累進的
教育政策の理論的根拠を示すためには、効率性を重視するベンサム型の社会厚生関数を採用し
ている設定では限界があり、公平性を重視するロールズ型の社会厚生関数を想定して分析して
しなければならないのが現状である。 
 
２．研究の目的 
 
 インプット累進的教育政策は、社会の効率性と公平性の両立の実現可能性を高め、発展途上国
の貧困層の生産性向上や貧困脱却に直接貢献しうる数少ない政策のうちのひとつであり、各国
で採択されるべき理論的根拠を示す必要性が十分にありながら、あまり研究されてこなかった。 
 実際、現実社会ではインプット累進的教育政策が多く観測されており、過去に行った実証研究
でも、インプット累進的な教育政策が貧困削減の要因となる結果が導き出されている。よって、
本研究は、ベンサム型社会厚生関数を想定した下でも、インプット累進的な公教育政策が最適で
あるという理論的説明を試みることを目的とした。この理論的根拠が明らかになることで、公教
育制度がいかなるタイプの政府の下でも所得格差を是正し、貧困削減政策となる可能性を提示
できる。 
 理論上、教育制度が社会の効率性と公平性を両立するといわれているが、租税制度による再分
配機能が十分機能していることが必要条件であり、それが機能していない発展途上国でインプ
ット逆進的な教育政策が採択された場合、社会の公平性を実現できない。本研究では、所得再分
配機能が働いていない状況下でも社会の効率性と公平性を両立させる教育政策が存在すること
を明らかにすることも目的としている。 
 
３．研究の方法 
 
2018 年度 
 発展途上国における教育成果の変化を、教育期間を細分化しながら分析するため、貧困削減に
成功しつつある東南アジアの国々に焦点を当てながら京都大学東南アジア研究所にて資料収集
を行った。具体的には、教育期間を初等教育修了時、中等教育修了時、高等教育修了時に細分化
し、労働者の教育期間年数と労働賃金の関係性についての資料やミクロデータを収集した。また、
発展途上国の中で、公教育がインプット累進的である国とインプット逆進的である国の資料や
ミクロデータも収集し、貧困削減や経済成長への効果を分析した。さらに、これらの資料やデー
タの分析結果を用いて、ベンサム型社会厚生関数を設定した下での最適な公教育政策の理論モ
デルを構築し論文の執筆に着手した。そして、The 18th Science Council of Asia Conference
（国際学会）にて報告し、学会参加者と議論した。 
 
2019 年度 
2018 年度から執筆を開始した論文を、日本経済学会春季大会（国内学会）、XXth International 
Conference on Business, Economics, Law, language & Psychology（国際学会）で報告し、適
宜改定しながら査読付き国際雑誌である Poverty & Public Policy に投稿し、のちに採択され



た。 
 
４．研究成果 
 
本研究では、社会の公平性を重んじる政府のみならず、政府が効率性を重視しベンサム型社会
厚生関数の最大化を想定している状況下でも、公教育政策とは別に、各家庭の教育環境を改善す
る政策、例えば、児童労働の抑制や栄養失調の人々へ食物や栄養剤の配給などを行うことで、イ
ンプット累進的な教育政策が最適政策となり、貧困層へ直接アプローチすること教育政策が可
能になることによって貧困削減や所得格差の是正が実現できることを理論的に明らかにした。 
 先行研究では、社会の効率性を重視する政府の下では、最適な公教育政策はインプット逆進的、
すなわち、エリート教育に焦点を当てるべきであると考えられていた。このような教育政策では、
租税制度による所得再分配機能がうまく機能していない発展途上国においては、エリート教育
を受けることのできない貧困層の教育成果はのびず、貧困から脱却できないままである。本研究
では、この問題を解決したところが一番の貢献である。 
 まず、ベーシックな教育しか受けられない貧困層の状況を 2 つのカテゴリーに分類すること
で、問題解決を図った。１つ目は、潜在的な能力が高くないため教育成果が低い人々が属するカ
テゴリーである。２つ目は、児童労働に従事していたり、栄養失調であったりなどが原因で家庭
での教育環境が貧弱なため、潜在的な能力が高くとも高い教育成果を発揮することができない
人々が属するカテゴリーである。ここで、公教育政策とは別に、各家庭の教育環境を改善する政
策が施行されたと仮定する。そうすると、第２カテゴリーの人々が学習に集中できる環境が整い、
ベーシックな教育ではなくエリート教育を受けられる確率が高まり、それにより高い教育成果
を発揮できるようになり貧困から脱却でききる。 
 初期においては効率性を重視する政府にとって最適な公教育政策は、インプット逆進的な政
策であったのだが、各家庭の教育環境が改善されたことによってベーシックな教育を受ける人々
の人数が減少したため、ベーシックな教育への投資を高めることが社会厚生を高めることとな
った。すなわち、インプット逆進的な教育政策からインプット累進的な教育政策へと、最適な教
育政策がシフトしたわけである。よって、引き続きベーシックな教育を受け続ける第１カテゴリ
ーの人々への教育の質は高まるため、彼らの教育効果も高まり貧困からの脱却が実現可能とな
る。つまり、ベンサム型の社会厚生を最大化しつつも、所得格差の是正や貧困削を達成できるメ
カニズムが明らかとなった。 
 この結果は、政府がどのようなタイプであったとしても、租税制度による所得再分配機能が社
会でうまく機能していないとしても、公教育政策によって貧困層が貧困から脱却できる可能性
を示唆している。さらに、この教育制度下では、貧困層の教育を受けるインセンティブも高まる
ことが明らかとなった。 
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